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まえがき 

 

 最近、いたるところで認知症のことが話題になっている。このところ、高齢

化が目立ち、６５歳以上人口が２０％を越える時代になり、また、後期高齢者

が前期高齢者を上回り、高齢者層自体もより高齢化し、アルツハイマー病を中

核とする認知症が目に見えて増えてきているためでもあろう。認知症の発生は、

年齢依存的で、高齢になればなる程高率になることが分かっているだけに、認

知症のことが、より身近な問題になっていることは確かである。現在、１６０

万とも１９０万ともいわれている認知症は、１０～１５年もすれば倍増すると

もいわれている。これだけ有病者が増えると、自分の周辺の認知症患者の存在

に気付く機会が多くなり、誰しも、他人事ではなく、やがて自分にも降りかか

るのではないかといった心配と危惧に襲われている。 

認知症の病因には様々なものがあり、その要因により症状のあり方や病態も

異なり、一律に論ずるわけにはいかない。巷間では、このことについての認識

が十分ではない。発症には、様々の要因が重なり、その解明はまだ明確にされ

ていないが、栄養、運動、休養などの生活習慣が何らかの関連をもっているこ

とが指摘され、最近やかましく言われている生活習慣病の一つに加えられてい

る程である。発症をめぐるこうした考え方は極めて重要で、発症予防にもつな

がることであり、様々な生活習慣の改善は勿論、最近では積極的な脳機能の賦

活が話題になっている。 

認知症の症状、病態の特異性から、最も重要なことは、介護をどのようにす

るかのことであろう。この問題をめぐり、全世界を上げて取り組みが行われ、

様々な方法が具体化されつつあるが、まだシステム化され、普遍化される段階

には至っていない。認知症の増加を目の前にし、介護をどうするかは最も重要

な課題であり、急務でもある。それだけに、各角度から、各地で、介護を中心

にした研究が行われ、これまでにもいくつかの成果があげられてきた。 

大府センターでも平成１２年度からこの問題に取り組み、様々の角度、側面

からの成果をあげてきた。継続事業として毎年それぞれのテーマについて研究



と発表を行い、認知症介護の現場に何がしかの貢献をしてきた。平成１７年度

についても介護のあり方、内容の検討と共に、それを通じ認知症患者のＱＯＬ

の向上を目指し、種々の研究を実施してきた。 

この報告書には、それぞれの研究成果の詳細が収録されている。その内容は、

いずれも各研究者の英知と努力の結晶で、認知症研究の一頁を飾るものであり、

また認知症に悩む多くの患者に一縷の光明を与えるものと確信する。今後のさ

らなる研究の発展を期待すると共に、これらの貴重な事業、研究の推進力とな

られた方々をはじめ、関係者の方々に深甚の謝意を表する。 

 

平成１８年３月 

                 社会福祉法人 仁至会 

                   理事長   祖父江 逸郎 
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